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海外における研究活動状況

研究目的
　人と人の相互作用における最新の認知科学
や脳科学の知見とマルチモーダルな感覚統合
を行うディープラーニングを融合した非言語的
な人工知能の開拓を試みるものであり、かつ、
今後の共同研究を開始するための礎を築くこ
とを目的としている。

海外における研究活動報告
　感覚統合ディープニューラルネットワーク
の構築のため、イギリスのサセックス大学に
約2週間滞在した。滞在先では、Anil Seth教授
にホストになっていただいた。サセックス大学
の Anil Seth教授は、ノーベル賞受賞者である 

Gerald M. Edelman教授のもとで研究を行って
きており、また、Izhikevichニューロンモデルと
しても有名なEugene M. Izhikevichとも共同研
究を行ってきている。現在は、サッセクス大学
おいて、計算理論研究者、哲学者、脳科学者、
生物学者、認知科学者を統合する意識研究セ
ンターのリーダであり、一大グループを率いて
いる。人―人間相互作用、人⊖機械間相互作用
において優れた業績を残しており、このグルー

プとの国際協力は我々にとって非常に有益で
ある。
　最初の1週間では、シミュレーションモデル
の構築を行った。シミュレーションモデルで
は、人間の認知の多くを占める視覚と運動の
感覚統合を行うモデルの構築を行った。ニュー
ラルネットワークのモデルにおいては、まず、
視覚を処理するための畳み込み処理を実装し
た。畳み込み処理はディープニューラルネッ
トワークでよく用いられる方法であり、画像
処理において高精度の認識能力を示している。
この視覚処理を経て、運動情報と統合される。
統合においては、単に視覚情報と運動を一緒
に処理をするという統合ではなく、視覚と運
動の時間的統合が必要となる。通常の画像認
識において使われるディープニューラルネット
ワークは、時間的処理を必要としないフィード
フォワード処理のみで構成されるが、ここでは、
時間的統合を行うために、リカレントニューラ
ルネットワークを用いた。これらの構造をもつ
ディープニューラルネットワークにおいて、環
境との相互作用において、運動と視覚の感覚
統合し予測学習する過程で人の持つ抽象的な
表象を獲得できることを示した。
　後半の1週間では、シミュレーション構築を
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するとともに、人と機械が協力して行うタスク
の設計を行った。これには、意識研究センター
のWarrick Roseboom博士研究員 と鈴木啓介博
士研究員と協力して行った。これらの活動を
通して、Seth教授と博士研究員の方々とも議論
重ね、共同研究を行うための基盤を形成した。
　帰国現在、上記のシミュレーションモデルと
認知実験を組み合わせるべく研究を進めてい
る。2週間という短い滞在であったが、現地で
は2回の研究発表の機会をいただいた。一つは、
意識研究センターで行われているセミナーで、
異分野の研究者が集まる前で行われた。ここ
では、モデル構築やタスクの設計に関し、多く
の意見やアドバイスを得ることができた。特に、
Seth教授からはニューラルネットワークモデル
において、重要な指摘をいただいた。到着後す
ぐにセミナーが行われたため、これらの意見を
参考にして、モデルの構築を行った。もう一

つは、Alergic（Artificial life reading group）に
おいて行われた。こちらでは特に生物学者や計
算機科学者が多く集まった。こちらのセミナー
は滞在の後半に行われたため、得られていた感
覚統合シミュレーションの結果についての報告
を行った。
　最後に、このように助成金のおかげで、貴重
な研究協力関係な構築、共同研究の推進、関
連研究の議論と、非常に実り多い滞在とする
ことができました。ここに心より感謝申しあげ
ます。
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